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文芸欄・各種相談

▽
８
日
㈫　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
８
日
㈫　

午
前
９
時
～
正
午

　

三
間
公
民
館

▽
16
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

津
島
支
所 

２
階
会
議
室

▽
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

　

津
島
支
所 

別
館
第
１
会
議
室

▽
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽�

毎
日
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

認
定
司
法
書
士
に
よ
る
相
談

▽
16
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

２
階
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
横

　

相
談
室
（
伊
勢
田
司
法
書
士
）

※
１
人
30
分
程
度
。
６
人
ま
で
。
要
予
約
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
内
線
２
２
７
６

（
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
内
）

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談

▽�

毎
日
（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

福
祉
課
子
育
て
相
談
窓
口

心
理
相
談
員
に
よ
る
相
談
〈
要
予
約
〉

▽
毎
日
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

福
祉
課
横
相
談
室
な
ど

※�

相
談
・
予
約
は
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

福
祉
課
児
童
福
祉
係
☎
内
線
３
１
２
０

 kosod
a
te-sod

a
n@
city.uw

a
jim
a
.lg
.jp

▽
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

６
０
２
会
議
室
（
増
田
弁
護
士
）

※
１
人
15
分
程
度
。
先
着
12
人
。

（
予
約
開
始
）
11
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
予
約
方
法
）
予
約
開
始
日
か
ら
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

※�

原
則
市
民
（
当
事
者
）
が
対
象
。
予
約

時
に
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
行
政
係
☎
内
線
２
４
１
２
・

24

‐

１
１
２
１

（
児
童
）　�

性
格
や
生
活
習
慣
、
家
族
関
係
、

学
校
生
活
、
非
行
問
題 

な
ど

（
婦
人
）　�

夫
婦
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ
か
家

庭
内
の
問
題 

な
ど

▽�

毎
日
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

福
祉
課
☎
内
線
２
１
５
５
・
２
１
４
２

　

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
人
（
サ
ポ
ー

ト
会
員
）
の
説
明
会
と
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
能

で
す
。

▽
17
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

市
役
所 

２
０
２
会
議
室

（
持
参
品
）
筆
記
用
具
・
印
か
ん
（
登
録
す

る
人
）

（
予
約
方
法
）14
日
㈪
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
う
わ
じ
ま
（
福
祉
課
内
）

☎
49

‐

７
０
５
４
・

24

‐

１
１
６
０

 fa
m
isa
p
o@
city.u

w
a
jim
a
.lg
.jp

余
暇
の
ひ
と
と
き

葉月句会

岬さ
き

端は
な

の
灯
台
白は

く

亜あ

石つ

蕗わ

は
黄
に�

村
　
重
　
瑠
璃
子

行
く
秋
や
浮
灯
台
を
煽あ

お

る
波�

佐
　
藤
　
節
　
子

原
子
炉
へ
続
く
山
道
石
蕗
の
花�

中
　
島
　
は
る
か

踏
切
り
の
な
か
な
か
開
か
ず
息
白
く�

三
　
浦
　
信
　
子

吊
り
橋
に
降
り
く
る
も
あ
り
渓た

に

紅も

み

じ葉�

梶
　
原
　
暉
　
子

小
春
縁
亡
き
人
そ
ば
に
居
る
よ
う
な�

竹
　
内
　
ひ
　
さ

終
電
車
去
り
し
鉄
路
や
冬
の
月�

池
　
田
　
篤
　
子

切
干
の
天
日
の
恵
み
滋じ

味み

豊
か�

中
　
里
　
ひ
な
こ

山
水
の
滲に

じ

む
小こ

径み
ち

や
冬
紅
葉�

三
　
原
　
美
　
加

早
起
き
の
山や

ま

端は

蜩
ひ
ぐ
ら
し

鳴
き
に
け
る�

櫻
　
井
　
　
　
健

悔
い
の
な
き
道
を
ひ
た
す
ら
爽
や
か
に�

松
　
　
　
秋
　
声

甚
平
や
休
日
の
医
師
若
か
り
し�

金
　
田
　
八
重
子

盆
の
月
故
郷
く
ま
な
く
照
ら
し
け
り�

松
　
影
　
美
　
鈴

遠と
お

花は
な

火び

胸
に
落
つ
も
の
ほ
ろ
苦
く�

三
　
浦
　
尚
　
子

雷ら
い

果
て
て
星
の
夜
空
と
な
り
に
け
り�

 

西
　
川
　
洋
　
子

青
き
海
友
と
語
ら
む
野
菊
晴�

入
　
江
　
　
　
瞳

指
揮
棒
に
舞
ふ
歌
声
の
小
春
か
な�
大
　
坪
　
由
　
美

指
揮
棒
に
応こ

た

ふ
コ
ー
ラ
ス
冬
う
ら
ら�
澤
　
田
　
勝
　
美

ケ
チ
じ
ゃ
な
い
勿も

っ

体た
い

な
い
は
心
の
美�

細
　
川
　
明
　
江

そ
の
日
雨
ケ
チ
つ
け
ま
し
た
花
見
ご
ざ�

大
　
西
　
直
　
子

良
心
を
ケ
チ
れ
ば
悔
い
が
増
え
て
ゆ
く�

松
　
本
　
志
津
子

勿
体
な
い
と
ケ
チ
の
狭は

ざ

間ま

で
揺
れ
ま
し
た�

薬
師
神
　
照
　
代

四
十
年
の
フ
ラ
イ
ト
無
事
に
退ひ

き
し
吾わ

が

子こ

を
祝
ふ
宴

う
た
げ

に
久
に
酔
ひ
た
り

�

毛
　
利
　
ユ
リ
子

旧
庄
屋
土
居
家
の
襖

ふ
す
ま

の
字
は
読
め
ず
欄ら

ん

間ま

の
彫ほ

り

を
眺
め
て
巡
る

�

竹
　
城
　
美
智
代

ゴ
ー
ル
前
負
け
た
悔
し
さ
に
立
ち
止
ま
る
俯

う
つ
む

き
し
ま
ま
の
孫
は
三
歳

�

井
　
関
　
恭
　
子

夏
長
く
炎
天
下
よ
り
帰
り
来
て
身
に
涼

り
ょ
う

よ
べ
る
鯛
の
冷
汁

�

黒
　
田
　
登
代
子

わかば女性川柳会 木賊句会

１１
月
の
各
種
相
談

【
問
合
先
】
本
庁　

☎
24

‐

１
１
１
１

■
行
政
相
談

■
人
権
相
談

■
宅
地
建
物
相
談

■
多
重
債
務
整
理
相
談
・
消
費
生
活
相
談

■
家
庭
児
童
・
婦
人
相
談

■
市
民
法
律
相
談�

〈 

要
予
約 

〉

■
子
育
て
相
談

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
〈
要
予
約
〉

１２
月
の
相
談
日�

１２
月
１６
日
㈮

（
予
約
開
始
）�

１２
月
９
日
㈮

防災ラジオなどの放送内容を電話で確認できます。
ぜひ電話帳に登録してください。　　　☎４９ ‐ ７０６４

防 災 行 政 放 送
テレホンサービス

紅梅句会水沼短歌会


